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付言 1 　 本稿は、金容澈「근대 일본의 원구도（元寇圖）와 〈몽골침입에마키（蒙古襲来絵詞）〉」
『翰林日本學』第33輯、2018.12、を修正・補完したものである。
付言 2 　当初のプログラムの題目から多少タイトルを変更した。
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図版
番号 画家〈題名〉制作年度/所蔵先 出　　典
1
歌川国芳〈弘安四年上人利益濠虎軍敗
北〉1835
『歌川国芳高祖御一代略圖』（日本画粋社、1926）
国立国会図書館デジタルコレクションより
2
河鍋暁斎〈蒙古賊船退治之図〉1863/
河鍋暁斎記念美術館
『河鍋暁斎と江戸東京』（江戸東京博物館、1994）
3
菊池容斎〈蒙古襲来図〉1847/
東京国立博物館
東京国立博物館より提供
http://webarchives.tnm.jp/
4
松本楓湖〈蒙古襲来図屏風〉1895/
静嘉堂文庫美術館
静嘉堂文庫美術館イメージアーカイブ／
DNPartcom
5、6
硯海『元寇反擊 護國美談』挿絵、1891『元寇反擊 護國美談』（青湖堂、1891）
国立国会図書館デジタルコレクションより
7
下村観山〈元寇図〉1895/
東京大学　大学院総合文化研究科・教
養学部　駒場博物館
東京大学　大学院総合文化研究科・教養学部　
駒場博物館
8
矢田一嘯〈元寇大油絵 第12図〉1896/
靖国神社
『よみがえる明治絵画』（福岡県立美術館、2005）
9
〈蒙古襲来絵詞〉部分/宮内庁三の丸尚
蔵館
『蒙古襲来絵詞』日本絵巻大成14（中央公論
社、1978）
10 磯田長秋〈夜襲〉1941 文部省美術展覧会出品絵葉書（1941）
11
磯田長秋〈襲寇敵船〉1942/
東京国立近代美術館
Photo: MOMAT/DNPartcom
12
権藤種男〈神風〉1942/
神宮徴古館
神宮徴古館
